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日
頃
よ
り
本
会
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
当
初
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が

続
き
、
そ
の
た
め
社
会
活
動
や
経
済

活
動
が
様
々
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
半
年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
依
然

と
し
て
終
息
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

本
会
で
は
、
３
月
の
役
員
会
で
総
会

の
自
粛
、
学
生
交
流
事
業
の
中
止
、

英
会
話
講
座
の
中
止
等
を
決
定
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
は
長
い
歴
史
が
あ

り
、本
会
に
と
っ
て
重
要
な
事
業
で
す
。

そ
の
後
、
会
議
の
開
催
が
儘
な
ら

ず
今
後
の
予
定
を
決
め
か
ね
て
い
ま

す
が
、
来
年
は
役
員
改
選
で
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
、
感
染

予
防
に
十
分
配
慮
し
て
10
月
よ
り
役

員
会
を
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
学
生

交
流
事
業
は
イ
市
姉
妹
都
市
委
員
会

と
情
報
交
換
し
な
が
ら
実
施
を
前
提

に
準
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
英
会
話
講
座
は
講
師
の
都

合
を
確
認
し
募
集
の
準
備
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
感
染
の
終
息
が
見
え
ま
し

た
ら
本
会
の
他
の
活
動
も
少
し
ず
つ

再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
節
は
今
迄
以
上
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
様
々
な
点
で
不

自
由
な
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ご
健
勝
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う

祈
念
致
し
ま
す
。

令
和
2
年
度
東
村
山
市
民
功
労
表

彰
の
公
益
部
門
で
当
協
会
の
川
村
弘

史
氏
、
肥
沼
す
み
子
氏
の
表
彰
が
決

ま
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
コ
ロ
ナ
に

よ
り
延
期
さ
れ
、
10
月
17
日
㈯
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

市
民
表
彰
受
賞
お
め
で
と
う

川
村
弘
史
氏
は
会
員
交
流
委
員
会

と
広
報
委
員
会
で
活
動
し
、
そ
の
間

に
何
期
も
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

現
在
も
広
報
委
員
会
の
副
委
員
長
と

し
て
豊
富
な
知
識
と
優
れ
た
見
識
で

腕
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

肥
沼
す
み
子
氏
は
英
会
話
委
員
会

の
副
委
員
長
を
長
く
続
け
、
生
徒
と

講
師
の
調
整
役
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。
会
計
理
事
と
し
て
協
会
運
営
に

も
携
わ
り
、
現
在
は
会
員
拡
充
委
員

会
の
副
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

両
氏
と
も
25
年
以
上
に
わ
た
り
イ
市

と
の
友
好
親
善
交
流
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
活
動
及
び
各
種
受
入
事
業
を

通
じ
て
国
際
親
善
交
流
を
実
践
し
て
、

友
好
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

第
４
回
学
生
派
遣
団
員佐

藤
由
美
子

私
に
と
っ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ス
市
へ
の
派
遣
は
、
初
め
て
の
海

外
旅
行
で
し
た
。
大
変
緊
張
し
て
い

た
こ
と
。
観
る
も
の
全
て
が
新
し
く
、

海
外
の
生
活
、
食
事
、
習
慣
、
全
て

が
驚
き
だ
っ
た
こ
と
。
英
語
も
満
足

に
出
来
な
い
中
、
皆
さ
ん
に
優
し
く

接
し
て
頂
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と
は
、

そ
の
後
も
し
ば
ら
く
連
絡
を
と
っ
て

お
り
、
10
年
位
後
に
シ
カ
ゴ
に
留
学

し
た
際
、
お
嬢
さ
ん
の
結
婚
式
に
ブ

ラ
イ
ズ
メ
イ
ド
と
し
て
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

東
村
山
市
の
国
際
友
好
協
会
が
40

年
以
上
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
皆
様
の
ご
尽
力
、
サ
ポ
ー

ト
に
よ
り
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
何
十
年
経
過
し

て
も
、
今
後
も
こ
の
経
験
は
忘
れ
ら

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
国
際

交
流
の
一
環
と
し
て
人
的
な
交
流
が

継
続
す
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
訃
報　

当
協
会
顧
問
宮
澤
和
人

氏（
86
）が
10
月
27
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
氏
は
協
会
創
設
時
の

メ
ン
バ
ー
で
、
イ
市
で
の
姉
妹
都

市
提
携
調
印
式
に
も
出
席
し
ま
し

た
。
当
初
か
ら
副
会
長
を
務
め
協

会
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

感
染
予
防
に
十
分
配
慮
し
て

　
　
会
員
な
ら
び
に
関
係
の
皆
様
へ
会
長
　
折
笠
　
広
樹
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1．収　入� （単位：円）

項　　　目 R元年度決算額 R2年度予算額
会 費 1,530,000 1,530,000
英会話講座収入 2,145,000 2,145,000
バザー事業収入 359,000 300,000
補 助 金 470,000 470,000
学生交流納入金 0 0
寄 付 金 30,000 0
繰 入 金 359,292 0
繰 越 金 1,992,887 2,218,825
雑 収 入 51,315 0
合　　　計 6,937,894 6,663,825

2．支　出
項　　　目 R元年度決算額 R2年度予算額

会 議 費 22,020 30,000
消 耗 品 費 66,358 100,000
印 刷 費 49,818 100,000
渉 外 費 115,473 120,000
通 信 費 39,821 50,000
使 用 料 0 50,000
備 品 費 0 70,000
親善訪問団派遣費 894,593 465,000
学 生 受 入 費 849,638 1,390,000
訪問者受入費 0 0
教 育 交 流 費 0 0
バ ザ ー 費 173,740 200,000
英会話講座費 1,441,188 1,540,000
イ市行事協力費 0 0
日本庭園造園協力費 0 10,000
広 報 宣 伝 費 533,687 650,000
会 員 交 流 費 284,591 350,000
会 員 拡 充 費 86,404 100,000
ホームページ管理費 136,648 140,000
諸 支 出 金 25,090 160,000
積 立 金
繰 出 金
予 備 費 1,138,825

合　　　計 4,719,069 6,663,825

令和元年度決算と令和2年度予算 令和2年度事業計画

☆英会話講座の開講
　前期・後期とも中止
☆イ市“学生訪問団”受入事業…中止
☆“親善訪問派遣団”派遣事業…中止
☆広報紙「人と人」の発行
　7月（中止）、11月、3月（全戸配布）
☆市民産業まつり（バザー出店）…中止
☆クリスマス会…中止
☆役員・委員研修会…中止
☆その他、年間を通して
＊新型コロナ感染予防のために変更あり

会費納入御礼

　当協会の活動にご理解とご協力を賜り、多くの賛助会員・会員の皆
様から会費の納入を頂き、誠に有難うございました。

（会員拡充委員会）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

賛助会員さま（敬称略・アイウエオ順）
石黒文夫、石津智子、市川正史、大野　茂、角田孝司、川合萬次郎、木
島安明、桜井喜吉、澤田　泉、シュクラ・ハルコ、関　弘子、當間義
夫、細渕一男、丸山キミ、肥沼和男、アイリス薬局、（株）あさひや、 

（有）一翆、エネックス（株）、折笠歯科医院、割烹「義」、（有）小町総業・
小町寿夫、（株）三光商会、JA東京みらい東村山支店、東京交通（株）、東
京東村山ロータリークラブ、東光建設（株）、（有）當間石材店・當間洋
吉、（株）千代田防災、（株）長坂式典センター、（有）東村山給食セン
ター、（公社）東村山市医師会、（一社）東村山
市歯科医師会、（社）東村山市薬剤師会、東村
山青年会議所、東村山青年会議所シニアクラ
ブ、東村山むさしの認定こども園・野澤秀夫、 
桜井憲一、武蔵野労務管理事務所、山崎製パン

（株）埼玉第二東村山工場、（社福）コロニー印刷

あ
の
人
は
い
ま

あ
の
人
は
い
ま

川
村
氏
（
左
）・
肥
沼
氏
（
右
）
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本
年
３
月
４
日
付
け
の
イ
市
地
元

新
聞
に
ラ
ー
ナ
さ
ん
の
追
悼
記
事
が

「
友
達
を
作
り
、
橋
を
架
け
た
人
」

ラ
ー
ナ
・
ホ
ワ
イ
ト
さ
ん
の
生
涯
と

し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ー
ナ
さ
ん
が
３
月
２
日
に
88
歳

で
亡
く
な
っ
た
こ
と
。
彼
女
が
ア
メ

リ
カ
の
軍
人
と
結
婚
し
た
こ
と
な
ど

の
数
奇
な
生
い
立
ち
や
東
村
山
市
と

の
姉
妹
都
市
提
携
に
至
る
経
過
に
深

く
関
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
後
両
市
民
の
交
流
は
5
年
毎

の
市
民
の
相
互
訪
問
や
毎
年
の
学
生

の
交
流
な
ど
で
40
年
以
上
に
わ
た
り

連
綿
と
続
い
て
い
ま
す
が
、
ラ
ー
ナ

さ
ん
は
被
爆
・
敗
戦
を
経
験
し
て
い

る
日
本
の
家
庭
を
訪
問
す
る
心
得
を

話
し
、
文
化
の
違
い
に
よ
っ
て
お
互

い
に
不
信
感
が
生
じ
な
い
よ
う
に
心

を
砕
き
平
和
親
善
大
使
と
し
て
精
力

的
に
活
動
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。

ラ
―
ナ
さ
ん
と
の
初
対
面
は
1984
年

の
日
本
庭
園
起
工
式
。
1974
年
に
石
津

氏
と
ラ
ー
ナ
さ
ん
の
出
会
い
が
、
両

市
交
流
の
源
と
な
り
、
1978
年
に
姉
妹

都
市
が
実
現
。
40
数
年
に
至
る
安
定

し
た
交
流
は
両
市
民
の
誇
り
で
す
。

姉
妹
都
市
委
員
と
し
て
36
年
間
、

献
身
的
に
活
躍
さ
れ
、
退
任
後
も
、

頭
と
体
の
動
く
限
り
、
お
手
伝
い
を

し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

家
を
処
分
し
、
次
男
と
暮
ら
し
、

フ
ロ
リ
ダ
や
西
海
岸
へ
の
次
男
と
の

旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
様
で
す
。

夢
叶
わ
ず
、
他
界
し
た
こ
と
誠
に

残
念
に
思
い
ま
す
。
2018
年
の
40
周
年

記
念
の
イ
市
で
の
祝
賀
会
等
の
行
事

で
見
た
ラ
―
ナ
さ
ん
の
笑
顔
が
最
後

と
は
。
彼
女
の
功
績
は
永
遠
で
す
。

東
村
山
市
国
際
友
好
協
会
第
一
回

訪
問
団
と
し
て
、
イ
市
庁
舎
前
の
植

樹
に
参
加
し
た
折
に
ラ
ー
ナ
さ
ん
と

初
め
て
会
い
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

帰
国
後
文
通
す
る
中
で
、
我
が
家

に
イ
市
の
学
生
達
、
大
人
の
方
た
ち

の
み
な
ら
ず
、
色
々
な
国
の
方
と
交

流
が
始
ま
り
、
世
界
に
目
を
向
け
る

機
会
と
な
り
、
ラ
ー
ナ
さ
ん
と
の
出

会
い
は
私
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

姉
妹
都
市
交
流
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
を
『
3
つ
の

街
道
の
町
』
か
ら
日
本
へ
の
道
を
加

え
た『
4
つ
の
街
道
の
町
』へ
と
飛
躍

さ
せ
ま
し
た
。
ラ
ー
ナ
さ
ん
が
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
尽
く
し
て
く

れ
た
愛
情
と
献
身
は
地
域
全
体
に
と

っ
て
ど
れ
だ
け
有
益
だ
っ
た
か
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
彼
女
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
献
身
に
よ
っ
て
多
く
の
両
国
の

学
生
や
大
人
が
お
互
い
の
文
化
を
学

ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
イ
グ
ザ
ミ
ナ
ー
」
よ
り
抜
粋

平
和
の
親
善
大
使
と
し
て
精
力
的

に
活
動
し
、
周
り
の
人
に
愛
情
を
注

ぐ
姿
は
あ
の
小
柄
な
彼
女
か
ら
は
想

像
も
で
き
ま
せ
ん
。
ラ
ー
ナ
さ
ん
は

日
本
で
友
人
を
作
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
の
家
庭
で
は
ど
う
振
る
舞
え
ば

い
い
か
、
第
一
印
象
を
よ
く
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、（
原
爆
投

下
を
決
定
し
た
大
統
領
）
ハ
リ
ー
・

ト
ル
ー
マ
ン
の
故
郷
か
ら
来
た
友
人

と
し
て
ど
う
振
る
舞
え
ば
い
い
か
等

で
す
。
家
庭
こ
そ
お
互
い
の
文
化
の

違
い
が
現
わ
れ
る
場
所
で
あ
り
、
そ

○
人
事
異
動
（
市
民
部
の
み
）

　

荒
井
知
子
課
長
は
、
総
務
部

次
長
へ
異
動
、
後
任
は
大
西
弥

生
氏
（
こ
ど
も
・
教
育
支
援
課

長
よ
り
）、
新
規
採
用
と
し
て

東
山
翆
さ
ん
が
着
任
。

○
姉
妹
校
回
田
小
学
校
の
曽
我

部
多
美
校
長
は
退
職
、
後
任
は

福
留
潮
氏
が
着
任
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
総
会
及
び
交
流

会
、姉
妹
都
市
と
の
交
流
事
業
、

英
会
話
講
座
、
産
業
ま
つ
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
、

役
員
・
委
員
研
修
な
ど
の
行
事
・

事
業
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

●
訃
報　

イ
市
の
前
市
長
ダ

ン
・
ラ
イ
マ
ル
氏（
78
）が
8
月

12
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

本
号
は
、
イ
市
と
の
姉
妹
都

市
交
流
を
築
い
た
ラ
ー
ナ
さ
ん

の
功
績
を
称
え
た
追
悼
特
集
で

す
。
彼
女
の
友
好
の
意
思
を
コ

ロ
ナ
に
臆
せ
ず
次
代
の
人
々
に

引
き
継
い
で
行
き
た
い
。

お
知
ら
せ
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編
集
後
記

「
橋
を
架
け
た
人
」

イ
市
新
聞（
イ
グ
ザ
ミ
ナ
ー
）よ
り

ラ
ー
ナ
・
ホ
ワ
イ
ト
さ
ん
を

偲
ん
で�

顧
問
　
大
野
　
茂

ラ
ー
ナ
さ
ん
と
の
思
い
出

�

徳
永
　
泰
子

の
違
い
に
よ
っ
て
関
係
が
壊
れ

て
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　姉妹都市である米国ミズーリ州インディペンデンス市のラーナ・ホワイト
さんが３月２日に逝去されました。ラーナさんは両市を姉妹都市として結び
つけ、姉妹都市の絆をゆるぎないものとするため長年尽力されました。
　彼女の生涯を紹介し、ゆかりの方々に追悼の思いをつづっていただきます。

西暦 元号 ラーナ・セツコ・ホワイトさんの生涯
1931 昭和6 福岡県小倉で生まれる

1952 昭和27 ロバート・ホワイト氏と結婚

1958 昭和33 インディペンデンス市に居住

1960 
年代

長野県とカンザス州の姉妹交流に尽力する他
いくつかの姉妹都市交流に関わる

1978 昭和53 イ市と東村山市の姉妹都市提携調印式でサポート
（カンザスシティ警察署）

1994 平成6 東村山市、ラーナさんに特別名誉市民の称号を贈る

1998 平成10 20周年記念訪問団で来日し、市民表彰受賞

2008 平成20 30年記念訪問団で来日。長年の貢献に感謝して市民
センター敷地にホワイトの名にちなんでヒメシャラの
木を記念植樹
JSCC（日本姉妹都市委員会）委員を引退時、
イ市の市役所内の日本庭園に石のベンチを寄贈する

2015 平成27 姉妹都市運動貢献により表彰される
イ市では8月9日を「ラーナ・ホワイトデイ」と制定

2020 令和2 3月2日　逝去　享年88歳

ありがとう　あなたの友情を　忘れませ
んありがとう　あなたの友情を　忘れませ
ん

ラーナ・ホワイトさん追悼特集

調印式

1950年
東京にて

ラーナ・ホワイトの木
1998年イ市にて

筆者（左）

筆者（左端）とラーナさん（左から2番目）


